
【特集】混迷の時代 一日本の覚悟と備え一

日本人の覚悟と備え
一福澤諭吉『文明論之概略』を読む一

インド太平洋の現状変更勢力が中国で

あることに疑いはありません。これに抗

してインド太平洋の勢力均衡を辛 くも保

持する力量をもつメカニズムが日米同盟

です。国際秩序を守るメカニズムが勢力

均衡だという論理の基本には、古典 も現

代 もあ りません。違いは、現代の勢力均

衡のあ りようが、古典の時代に比べて格

段に複雑化 し、その分だけ高度の戦略的

思考と情勢分析能力が必要だということ

です。

集団的自衛権は、イ固別的自衛権 とセッ

トになって全ての主権国家に賦与されて

いる固有の権利に他なりません。中国の

尋常ならざる軍拡を前にしながら、憲法

の制約のゆえになおこの固有の権利まで

が認められないというのであれば、帰結

は憲法を国民の生命と財産の上位に置く

という倒錯です。

個別的自衛権をもって外敵に対処可能

だと主張する者が私の周辺にもお りま

す。本気でそんなことを考えているのか

といっても、さしたる論理もなくただそ

ういっているだけのようです。腹を立て

て私はこう言います。国益の核心への侵

犯がいよいよ差し迫 り、それでもなお座

して死を待つ国家などどこにあるか。イ固
いき ち

別的自衛権の法的な閾値を大 きく超えて

他国の領域に侵入せざるを得なくなる羽

目に日本が陥る危険性は、国家が生存本

副会長 0拓殖大学顧問 渡辺利夫

能をもつ存在である以上、十分にあり得

る。その程度の想像力を何故あなたはも

てないのか、というのですが、左翼リベ

ラリズムのセンチメントを胸に深 く刻ん

だその人は何の共感も示 してはくれませ

ん。

アメリカの覇権の大樹の陰に身を隠

し、秘やかにも安穏な人生を送ることが

できた時代は、もはや完全に過去のもの

です。戦争はいかにも非道です。山梨県

の甲府市で生まれ育った少年時代、甲府

がアメリカ軍の大空襲によって壊滅させ

られ、死線を街径った私には戦争が非道

なものであることはよくよくわか りま

す。 しかし、ならばその非道の抑止には

いかなる戦略が最適かに関心を向けない

わけにはいかない。そうでなければ、人
ひようそく

生の平仄が合わないではないか、という
ぬぐ

気分を私は拭えないのです。

福澤論吉といえば「文明開化」なる用

語を編み出 し、著作 『西洋事情』『文明

論之概略』により維新期 日本の欧化政策
けいもう

に絶大なる寄与をなした啓蒙思想家だと

いわれて久 しいのですが、その福澤の思

想的立脚点が「立国は私なり、公に非ざ

るなり」であったことを忘れてはならな

いと私は考えます。
さんしょく

帝国主義列強がアジアを蚕食する一
とうぜん

方、支那、朝鮮がこの「西力東漸」の国
きゅうとう

際政治力学を理解できず「旧套」の中に
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「窒塞」する現状を前にして、福澤は「公」

(コ スモポリタニズム)で はなく「私」(ナ

シヨナリズム)の強化こそが「立国の公

道」であることを激情をもって訴えたの

です。

人間は、他の生命体と同じくその根本

においては私であり、イ固の「私情」こそ

が至上の価値をもつ、そういう存在だと

いうことができます。外国に対する場合

には、必ずや同胞としての私情が湧出し、

国民としての私情、即ちナシヨナリズム
ヘん ぱ

という「偏頗心」が優位を占めなければ

ならないと福澤は説きます。私情と言い

偏頗心と言うからには、普遍としての文

明からは隔たる心理だというニュアンス

が
あら

露

ありますが、各国民が私情と偏頗心を

わにしている以上、自らもこれを重ん

じなければ国はもたないというのが福澤

の主張です。

偏頗心と報国心

実は、「偏頗心」と「報国心」が『文

明論之概略」のキーワードです。こういっ

ています。

白国の権利を伸長 し、 白国の民を富

まし、 白国の次口徳を修育 し、 白国の名

誉を高めんと努める者を報国の民とい

い、そのむ情は報国′むというべきであ

る。報国′むの日風日は化国に対 して白化

の差別をはっきりとさせ、たとえ化国

の利益を損 う意図はないにして も、 白

国を重んじ他国を軽んじ、 白国は白国

民のものとみなしてみずから独 り立つ

ということである。そ薇ゆえ報国′むと

は、国民ひとりひとりの一身を利する

ものではないものの、国家のネ利を図

ろうという′む情である。すなわち報国

むとは、 この地球上をいくつかに区分

し、区内に党派を結成 し、党派の利益

を図って白国のた利を追水するという

偏頗の′むのことに化な らない。●几代

語訳筆者)

早速ですが、閑話休題。文頭の「権義」

とは、現在でいう「権利」ですが、私 (筆

者)は権利より権義の方が英語の right

の訳としてはるかに優れていると思いま

す。「権」とは他に対 して物事を主張 し

たり要求したりする資格といった意味で

すが、そうだとしますと、権利は「利」

を主張、要求するという語感になります。

他方、権義と言えば、「道義」「徳義」或

いは「道理」「条理」などを主張 し要求

するという語感になって、より格調の高

い観念を意味すると思うからです。

『文明論之概略』の結論は何か

さて問題の核心は外交です。これにつ

いて福澤は次のようにいっています。

白国の権
ぎ

義を仲ばし、自国の民を富
おさ

まし、 白国の智徳 を脩 め、 白国の名誉
かがや                          (よ うこく

を耀か さんとして勉強す る者 を、報国
たみ                なづ

の民 と称 し、 その′むを名 けて報 国′むと
がんもく

云 う。 その日風日は化 国に対 して 白化 の

差別 を作 り、仮今い化 を害す るの意な
みず

きも、 白から厚 くして化を薄くし、 白
みず

国は白国にて白から独立せんとするこ

となり。故に報国むは一人の身にわす
あら                 し

るには非 ざ薇ども、一国に禾ムす るのむ
すなわ

なり。ヌFち この地球を幾佃に区分 して
とう よ

その区内に党与 を結 び、 その党与 の使
はかり みず          へん ぱ

利を謀て白かられする偽頗の′むなり。

一片の本むにラ;0て ネ有をも生命をも
なげう ま さ

拠つべ き場所 とは、工 に外国交際のこ
しから すなわ

Japan Forum for Strategic Studies 4

の場所な り。然ばヌFち 今の日本人 に し



て姜 ぞ気楽に日を消すべけんや、姜 ぞ
む ヽヽ                かいびゃく    くん

無為に休息すべけんや。開 闘 以来君

臣の義、先れの由皓、上下の名分、本
ヽヽ               、ヽたり

末の差別 と云い しもの、今 日に三ては
な          ゆいしょ

本国の義と為 り、本国の由皓と為 り、

内タトの名分と為 り、内外の差別 と為 り
あら

て、幾倍の重人を増 したるに非ずや。

現在の日本人が、真剣な′ぎをもって

財産 と生命をも投げ行つ場所とは、タト

交の場に他ならない。 日下の日本は、

およそ気楽に日を送っていら枚る時期

ではない。 どうして無為に休息などし

ていら薇ようか。かつては君臣の義、

先れの由皓となり、上下の名分、本家

木家の区別などが重要であったが、現

在においては日本国の義、 日本国の由

皓、内外の名分、内外の区別へと問題

の重要性が変化 しており、 しかもその

重要性は旧時代に比べてはるかに大き

いものとなっている。 (現代語訳筆者)

その上で、日本の独立が目的であって、

文明はその「術」であるという『文明論

之概略』の結論部に入ります。何より重

要なことは何かと問うて、福澤はこう言

います。

目的を定めて夫明に進むの一事ある

のみ。その目的とは何ぞや。内外の区
あきらか     わが

別 を明に して我本国の独立を保つ こと

な り。而 して この独立を保つの法は夫

明の外に水むべか らず。今の日本国人
すすむ

を丈明に進 るは この国の独立を保 たん

がためのみ。故に、国の独立は目的な

り、 国民の文明は この目的に逹す るの

術 な り。
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り他に日本の方途はない。その目的と

はいったい何か。内外の区別を明らか

にしてわが日本国の独立を確保するこ

とである。 しか し、 日本国の独立を保

つための方法が丈明以外にあると考え

てはならない。現代の日本人が丈明の

方向にサみを進めるのは、 日本の独立

を確保するだけのためである。そ薇ゆ

え、国の独立こそが目的なのであり、

国民の夫明はこの目的を逹成するため

の方法なのである。 (現代語訳筆者)

「国の独立は目的なり、今の我文明は

この目的に達するの術なり」というので

す。『文明論之概略』で福澤は、「文明の

物たるやを至大至重、人間万事皆この文

明を目的とせざるものなし」といった類

の表現を何度も使い、人類が到達を目指

すべき極致が文明であることを繰 り返し

述べております。

実は、この福澤にあっても、文明は到

達すべき「極致」なのであって、すぐに

これが手に入ると考えるほど容易ではな

い。文明の極致を目標としつつも、日下

の最大の課題は独立であり、この独立の

ための手段として文明を捉えるべきであ

る。思考の順序を取 り違えては絶対にな

らない、というのが福澤の思想の根本です。

最高のモラルとしてのナショナリズム
『文明論之概略』の最後にいたります

ていちゅう

と、「丁丑公論」や「清我慢之説」に直

結するような次のような一文に出会って

驚かされます。明治 8(1875)年 の『文

明論之概略』において福澤は既にこう
めん

言っているのです。合理主義者福澤の面
もくやくじょ

目躍如の感ありです。

じょう い  やから  いえ      ただ

目的を定め丈明化の方向へと進むよ    暗殺 攘 夫の尊と雖 ども、撃 その事
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業をこそ咎むべけ枚、 よくその人 のむ
かいはう    これ

事を解剖 してえをオ会査せば、必ず一片
あきらか

の報国′むあること明に見るべ し。′/′ さ

ねば……君臣の義、先れの由皓、上下

の名分、本未

品行 の中にラ;0

の差別等の政口きも、人間

ち丈明の方便 な薇ば、概 してえ を濱
ことわ り     ただ    ほうべん

『文明論之概略』の基底にある観念を

さらに縮めて一、二言で言ってしまえば、

次の通りです。文明というものは、本来

が際限もなく広大かつ高尚なものであ

り、欧米列強は日本に先んじて文明化の

道に歩を進めているものの、文明と言え

るような段階に立っているとは到底言え

ない。各国が獣のように荒々しく戦い、

国益の暴力的な拡大を求めてアジアヘの

侵略と植民地化を競い合っているような

状況が列強の文明の現段階だと考えるな

らば、日本だけが広大で高尚なる文明を

求めようといっても、そんなことが可能

なはずがない。

それよりはるか以前、何よりも国家の

独立こそが求むべき緊急の課題であり、

文明とは、日本にとってみればこの課題

を解決するための方法なのである。それ
し ふん

ゆえ国家に対する私憤つまり「偏頗心」

や「報国心」がここでは最も重要な徳目

でなければならない。

真の独立こそ日本人の優先すべき文明

なのであり、「国の独立は即ち文明なり」

だというのです。ここにおいて福澤は、
くん しん

旧時代の君臣の関係 を律 していた徳義

が、外交 (「外国交際」)に おける報国の

徳義であ り、つまりはナショナリズムを

最高のモラルだとして位置付けているの

です。

とうと

て貴ぶべき箇条にて、
すなわ

ヌF
せき

斥

う
に
あ
在

む

ず

』
上

に

悪

必

す るの理な し。咋 この方便 を用いて世

益を為す と否とは、 その用法致口何

るのみ。几そ人 として国を売 るの

を抱か ざるより以上 の者な薇ば、

国益を為す ことを好 まざる者な し。

暗殺攘 夷に うつつをぬか している逹

ヤといえども、 その行為は法にそむい

ている。 け薇ども、彼 らの′む中に分け

入 ってみ 薇ば、必ずや一片の報国雌が

ないはずはない。そ薇ゆえ、君 臣の義、

先オユの由皓、上下の老分、本末の差別

などといったもの も、人 間の品行 の祝

点か らいえば責 い ものばか りであ り、

そ薇ゆえこの道徳は夫明化 の手段 とし

てそ薇を否定 して しようのはいかに も

理爪 に合わない。 こ薇 らをせ の中に役

立つ ものとす るか否かは、 その用い方

のいかんに よろ う。 国を売 るような悪

人であ薇ば話は別 だが、 そ うでなけ薇

ば こ薇らの者 も必ずや国益を〕
:拿 強す る

うえで役立たせ ることがで きるにちが

いない。 (現代語訳筆者 )
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